




受　付
○年○月○日
○○郵便局

男・女性
別

（西暦で記入） （満 年 月）

年 月 日生
生年月日

（名）（姓）ふ り が な

氏 名

兼 券
献 献
献 献
献 献
献 献
験 鹸

技 能 検 定 受 検 申 請 書
年 月 日

技能検定を受けたいので申請いたします。
厚生労働大臣 様千 葉 県 知 事

氏名 ※印の欄は記入しないこと

学科試験写真票
（注）学科試験を受検しない方は写真及び記入は不要です。
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写真
（５㎝×４㎝程度）

3ヶ月以内に撮影した
無帽、無背景、正面上三
分身のものを貼り付け
ること。
なお写真の裏には、級
別選択作業、氏名を記
入しておくこと。

級級
別

職
種

選
択
作
業

※
A甲・A乙・B

受
検
番
号

氏
名 ※

欠
※
出受検状況

兼 券
献 献
献 献
献 献
献 献
験 鹸

実技試験写真票
（注）実技試験を受検しない方は写真及び記入は不要です。

写真
（５㎝×４㎝程度）

3ヶ月以内に撮影した
無帽、無背景、正面上三
分身のものを貼り付け
ること。
なお写真の裏には、級
別選択作業、氏名を記
入しておくこと。

級級
別

職
種

選
択
作
業

※
A甲・A乙・C

受
検
番
号
ふりがな

氏
名
所
属
事
業
所

・

学

校

※
欠

※
出作業試験

受
検
状
況

※
欠

※
出要素試験

※
欠

※
出

ペーパー
テスト

※印の欄は記入しないこと

＜申請書記入上の注意＞
・記入にはインク・ボールペンを使用すること（消せるインクのペンは不可）。
・文字はかい書、数字は算用数字で正確に記入すること。
（略字、俗字は使わないこと。）
・年号の表示は西暦表示（１９○○年など）で記入すること。
（右の早見表を参考にしてください。）
・記入した内容を訂正する場合は、二重線で取り消した後に訂正印を押印すること。
ただし、写真票の訂正は修正液等を使用してもよい。

・※印の欄は記入しないこと。
・申請後に住所等変更したときは、すみやかに協会まで連絡してください。
・記入した事項に不正があった時は、合格を取り消す場合があります。
＜申請書作成要領＞
●受検申請者情報
・必ず全て記入すること。
・検定職種、選択作業、職種番号、作業番号の欄には、“技能検定のごあんない”を
確認のうえ、受検を希望する職種名、作業名、職種番号、作業番号を記入すること。

・住所欄には自宅の住所を記入すること。（この住所宛に受検票等を送付します。）
・事業所コード、組合コードは該当する者のみ記入すること。
・フラワー装飾２級実技受検申請者は、選択コース欄に“技能検定のごあんない”を確認のうえで選択
したコースを記入すること。なお、実技写真票の作業名欄にも選択したコースを記入すること。
●受検資格内容記入欄
・受検資格に該当する経歴を必ず記入すること。ただし、関係の無い経歴は記入しないこと。
・訓練歴欄には、職業訓練校、専門学校等を記入すること。
・職歴は受検資格を満たす分の経歴を記入すること。なお、書ききれないときは適当な補助紙をつけること。
・検定合格の欄は、今回の受検申請において下位等級の技能検定合格による実務経験年数で受検申
請をする場合に記入すること。なおこの場合は合格証書等その証拠の書面の写しを添付すること。
（特級受検の際は、必ず１級合格の件を記入、証拠書面の写しを添付すること。）
●試験の免除
・実技試験、学科試験のどちらか、あるいは両方の免除を受けようとするときは、該当する免除の種類
に○をし、免許等を受けた年月日・番号・取得都道府県名を記入すること。
なお、この場合はその証拠書面の写しを添付すること。
●欄外（個人情報～）
・当協会が行う能力開発事業（職業訓練指導員講習などの各種講習会）の案内等を希望しない場合は
□にチェック（ ）をつけること。

・個人情報の取り扱いについては“技能検定のごあんない”に記載があるので、必ず確認すること。
＜写真票について＞
・免除等で受検しない試験の写真票には貼付・記入不要
・次の写真は不可…スナップ写真を切り取ったもの、ポラロイドカメラ等インスタント写真、写真専用紙
以外のものに印刷されたもの、鮮明でない写真

【年号対象早見表】
西暦元号西暦元号西暦元号西暦元号西暦元号
２００３平成１５年１９８７昭和６２年１９７０昭和４５年１９５３昭和２８年１９３６昭和１１年
２００４平成１６年１９８８昭和６３年１９７１昭和４６年１９５４昭和２９年１９３７昭和１２年
２００５平成１７年１９８９昭和６４年１９７２昭和４７年１９５５昭和３０年１９３８昭和１３年
２００６平成１８年平成元年１９７３昭和４８年１９５６昭和３１年１９３９昭和１４年
２００７平成１９年１９９０平成２年１９７４昭和４９年１９５７昭和３２年１９４０昭和１５年
２００８平成２０年１９９１平成３年１９７５昭和５０年１９５８昭和３３年１９４１昭和１６年
２００９平成２１年１９９２平成４年１９７６昭和５１年１９５９昭和３４年１９４２昭和１７年
２０１０平成２２年１９９３平成５年１９７７昭和５２年１９６０昭和３５年１９４３昭和１８年
２０１１平成２３年１９９４平成６年１９７８昭和５３年１９６１昭和３６年１９４４昭和１９年
２０１２平成２４年１９９５平成７年１９７９昭和５４年１９６２昭和３７年１９４５昭和２０年
２０１３平成２５年１９９６平成８年１９８０昭和５５年１９６３昭和３８年１９４６昭和２１年
２０１４平成２６年１９９７平成９年１９８１昭和５６年１９６４昭和３９年１９４７昭和２２年
２０１５平成２７年１９９８平成１０年１９８２昭和５７年１９６５昭和４０年１９４８昭和２３年

１９９９平成１１年１９８３昭和５８年１９６６昭和４１年１９４９昭和２４年
２０００平成１２年１９８４昭和５９年１９６７昭和４２年１９５０昭和２５年
２００１平成１３年１９８５昭和６０年１９６８昭和４３年１９５１昭和２６年
２００２平成１４年１９８６昭和６１年１９６９昭和４４年１９５２昭和２７年

●受検申請者情報（全て記入すること。ただし※印の欄は記入しないこと。）
フラワー装飾２級
実技選択コース

※ １A甲 ２A乙 ３A丙
４ B ５ C ６ D受検番号級級 別

受検区分
(該当する
番号を○で
囲むこと)

職種番号
選択職種

作業番号
作業検定作業

自 宅
TE L

〒
住 所

携 帯
事業所コード

該当の場合
のみ 記 入

名
称所属事業所

・ 学 校
組 合

TE L
〒所

在
地

●受検資格内容記入欄（受検資格に該当する経歴を必ず記入すること。ただし、関係の無い経歴は記入しないこと。）
在学年数在学期間（西暦で記入）所 在 地

（市町村名のみ記入）学 科 名名 称区 分

年 ヶ月年 月～ 年 月学 歴

年 ヶ月年 月～ 年 月訓 練 歴

在職年数在職期間（西暦で記入）所 在 地
（市町村名のみ記入）職務内容名 称区 分

年 ヶ月年 月～ 年 月

職 歴
受検資格を
満たす分の
経歴を記入

年 ヶ月年 月～ 年 月

年 ヶ月年 月～ 年 月

年 ヶ月実務経験年数（合計）
取得都道府県年 月 日合格年月日

（西暦で記入）
検定作業名級別検定合格

受検資格に
影響する場
合のみ記入

作業級 号合格番号
●試験の免除（※印の欄は記入しないこと。）

確認取得都道府県番 号取得年月日（西暦で記入）免除の種類（該当する番号を○で囲む）区分
※

号年 月 日
３技能検定委員１技能検定実技試験合格

実技
４その他（ ）２技能証

※

号年 月 日

５建築士免許１技能検定学科試験合格

学科
６技能照査
（ 科）

２技能検定合格（技能士）
（ 作業）

７中央協会技能検定委員３（ ）級技能士コース
（ 科）

８その他（ ）４職業訓練指導員免許
（ 科）

兼 券
献 献
験 鹸

受 理 番 号
※

受検資格
判 定 印分類記号
※※□個人情報を他の目的〔当協会が主催する能力開発事業

（各種講習会）の案内等〕へ利用されることを希望しない。

男・女性
別

（西暦で記入） （満 年 月）

年 月 日生
生年月日

（名）（姓）ふ り が な

氏 名

技 能 検 定 受 検 申 請 書
年 月 日

技能検定を受けたいので申請いたします。
厚生労働大臣 様千 葉 県 知 事

氏名
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●受検申請者情報（全て記入すること。ただし※印の欄は記入しないこと。）
フラワー装飾２級
実技選択コース

※ １A甲 ２A乙 ３A丙
４ B ５ C ６ D受検番号級級 別

受検区分
(該当する
番号を○で
囲むこと)

職種番号
選択職種

作業番号
作業検定作業

自 宅
TEL

〒
住 所

携 帯
事業所コード

該当の場合
のみ 記 入

名
称所属事業所

・ 学 校
組 合

TE L
〒所

在
地

●受検資格内容記入欄（受検資格に該当する経歴を必ず記入すること。ただし、関係の無い経歴は記入しないこと。）
在学年数在学期間（西暦で記入）所 在 地

（市町村名のみ記入）学 科 名名 称区 分

年 ヶ月年 月～ 年 月学 歴

年 ヶ月年 月～ 年 月訓 練 歴

在職年数在職期間（西暦で記入）所 在 地
（市町村名のみ記入）職務内容名 称区 分

年 ヶ月年 月～ 年 月

職 歴
受検資格を
満たす分の
経歴を記入

年 ヶ月年 月～ 年 月

年 ヶ月年 月～ 年 月

年 ヶ月実務経験年数（合計）
取得都道府県年 月 日合格年月日

（西暦で記入）
検定作業名級別検定合格

受検資格に
影響する場
合のみ記入

作業級 号合格番号
●試験の免除（※印の欄は記入しないこと。）

確認取得都道府県番 号取得年月日（西暦で記入）免除の種類（該当する番号を○で囲む）区分
※

号年 月 日
３技能検定委員１技能検定実技試験合格

実技
４その他（ ）２技能証

※

号年 月 日

５建築士免許１技能検定学科試験合格

学科
６技能照査
（ 科）

２技能検定合格（技能士）
（ 作業）

７中央協会技能検定委員３（ ）級技能士コース
（ 科）

８その他（ ）４職業訓練指導員免許
（ 科）

兼 券
献 献
験 鹸

受 理 番 号
※

受検資格
判 定 印分類記号
※※□個人情報を他の目的〔当協会が主催する能力開発事業

（各種講習会）の案内等〕へ利用されることを希望しない。

免除資格あり免除資格無し
学科のみ受検（実技免除）４Ｂ学科・実技両方受検１Ａ甲

実技のみ受検（学科免除）５Ｃ学科のみ受検（免除資格無し）２Ａ乙

学科・実技両方免除６Ｄ実技のみ受検（免除資格無し）３Ａ丙

卒業年月（西暦で記入）在学期間学 校 の 種 類 （該当番号に○）
最終学歴 年 月

卒業・中退・見込
年１ 中学 ２ 高校 ３高等専門学校（高専） ４短大 ５大学（院）

６各種専門（専修）学校、高等技術専門校、職業能力開発校等

兼 券
献 献
験 鹸

（ ）

【申請書記入例】

免除資格あり免除資格無し
学科のみ受検（実技免除）４Ｂ学科・実技両方受検１Ａ甲

実技のみ受検（学科免除）５Ｃ学科のみ受検（免除資格無し）２Ａ乙

学科・実技両方免除６Ｄ実技のみ受検（免除資格無し）３Ａ丙

卒業年月（西暦で記入）在学期間学 校 の 種 類 （該当番号に○）
最終学歴 年 月

卒業・中退・見込
年１ 中学 ２ 高校 ３高等専門学校（高専） ４短大 ５大学（院）

６各種専門（専修）学校、高等技術専門校、職業能力開発校等

兼 券
献 献
験 鹸

（ ）

△△ △ △△







（西暦で記入） （満 年 月

年 月 日
生年月日

（名）（姓）ふ り が な

氏 名

技 能 検 定 受 検 申 請 書
年

技能検定を受けたいので申請いたします。
厚生労働大臣 様千 葉 県 知 事

氏名
●受検申請者情報（全て記入すること。ただし※印の欄は記入しないこと。）

フラワ
実技

※ １A甲 ２A乙 ３A丙
４ B ５ C ６ D受検番号級級 別

受検区分
(該当する
番号を○で
囲むこと)

職種番号
選択職種

作業番号
作業検定作業

自 宅
TE L

〒
住 所

携 帯
事業所コード

該当の場合
のみ 記 入

名
称所属事業所

・ 学 校
組 合

TE L
〒所

在
地

●受検資格内容記入欄（受検資格に該当する経歴を必ず記入すること。ただし、関係の無い経歴は記入しな
在学期間（西暦で記入）所 在 地

（市町村名のみ記入）学 科 名名 称区 分

年 月～ 年 月学 歴

年 月～ 年 月訓 練 歴

在職期間（西暦で記入）所 在 地
（市町村名のみ記入）職務内容名 称区 分

年 月～ 年 月

職 歴
受検資格を
満たす分の
経歴を記入

年 月～ 年 月

年 月～ 年 月

実務経験年数（合計）
取得都道府県年 月 日合格年月日

（西暦で記入）
検定作業名級別検定合格

受検資格に
影響する場
合のみ記入

作業級 合格番号
●試験の免除（※印の欄は記入しないこと。）

取得都道番 号取得年月日（西暦で記入）免除の種類（該当する番号を○で囲む）区分

号年 月 日
３技能検定委員１技能検定実技試験合格

実技
４その他（ ）２技能証

号年 月 日

５建築士免許１技能検定学科試験合格

学科
６技能照査
（ 科）

２技能検定合格（技能士）
（ 作業）

７中央協会技能検定委員３（ ）級技能士コース
（ 科）

８その他（ ）４職業訓練指導員免許
（ 科）

兼 券
献 献
験 鹸

受
※

受検資格
判 定 印分類記号
※※□個人情報を他の目的〔当協会が主催する能力開発事業

（各種講習会）の案内等〕へ利用されることを希望しない。

免免除資格無し
４Ｂ学科・実技両方受検１Ａ甲

５Ｃ学科のみ受検（免除資格無し）２Ａ乙

６Ｄ実技のみ受検（免除資格無し）３Ａ丙

卒在学期間学 校 の 種 類 （該当番号に○）
最終学歴

卒
年１ 中学 ２ 高校 ３高等専門学校（高専） ４短大 ５大学（院）

６ 各種専門（専修）学校、高等技術専門校、職業能力開発校等

兼 券
献 献
験 鹸

（ ）

△△ △

•インキ・ボールペンで記入してください。
•文字はかい書、数字は算用数字で正確に（略字、俗字は使わずに）記入してください。
※合格証書は受検申請書をもとに作られます。合格証書の誤字等の訂正は有料となる場合がありますので、申請書の記入に
•年号の表示は、西暦表示（１９○○年など）で記入してください。（右下の早見表を参考にしてください。）
•記入した内容を訂正する場合は、二重線で取り消した後に訂正印を押印してください。ただし、写真票の訂正は修
　かまいません。
•※印の欄は記入しないでください。
•申請後に住所等変更したときはすみやかに当協会までお知らせください。
（注）記入した事項に不正があったときは、合格を取り消す場合があります。

個人情報の取扱いについては、10ページ9に記載
がありますので、必ずご確認ください。
当協会が行う能力開発事業（職業訓練指導員講習
などの各種講習会）の案内等を希望しない場合は、
□にチェック（ ）をつけてください。

検定職種、選択作業、職種番号、作業番号の欄には
P77実施予定職種を参照のこと。

住所欄には自宅の住所を記入すること。
（この住所宛に受検票等を送付します。）

申請書の内容に不明な点がある場合や試験に関す
る緊急の連絡がある場合などに電話連絡をする場
合があるので、日中連絡ができる電話番号を記入
すること。

事業所コード、組合コードは該当するもののみ記入
すること。

〈受検申請者情報〉　必ず全て記入すること。

在学生・訓練生は学歴または訓練歴欄に必ず記入すること。

必ずP34受検資格一覧表を確認し、受検資格を
満たす分の経歴等を記入すること。なお、記入は
受検する選択作業に関する経歴のみとすること。

訓練歴欄には、職業訓練歴、専門学校等を記入すること。

書ききれないときは適当な補助紙をつけること。

検定合格の欄は、今回の受検申請において下位等級の技能
検定合格による実務経験年数で受検申請をする場合に記
入すること。なお、この場合は合格証書等その証拠の書面
の写しを添付すること。（特級受検の際は、必ず１級合格の
件を記入し証拠書面の写しを添付すること。）

実技試験、学科試験のどちらか、あるいは両方の免除を受
けようとするときは、該当する免除の種類に○をし、免許等
を受けた年月日・番号・取得都道府県名を記入すること。な
お、この場合はその証拠書面の写しを添付すること。

〈受検資格内容記入欄〉

〈試験の免除〉



男・女性
別

月）

生

兼 券
献 献
献 献
献 献
献 献
験 鹸

月 日

※印の欄は記入しないこと

学科試験写真票
（注）学科試験を受検しない方は写真及び記入は不要です。

き

り

は

な

し

て

は

い

け

ま

せ

ん

き り は な し て は い け ま せ ん

き

り

は

な

し

て

は

い

け

ま

せ

ん

写真
（５㎝×４㎝程度）

3ヶ月以内に撮影した
無帽、無背景、正面上三
分身のものを貼り付け
ること。
なお写真の裏には、級
別選択作業、氏名を記
入しておくこと。

級級
別

職
種

選
択
作
業

※
A甲・A乙・B

受
検
番
号

氏
名 ※

欠
※
出受検状況

兼 券
献 献
献 献
献 献
献 献
験 鹸

実技試験写真票
（注）実技試験を受検しない方は写真及び記入は不要です。

写真
（５㎝×４㎝程度）

3ヶ月以内に撮影した
無帽、無背景、正面上三
分身のものを貼り付け
ること。
なお写真の裏には、級
別選択作業、氏名を記
入しておくこと。

級級
別

職
種

選
択
作
業

※
A甲・A乙・C

受
検
番
号
ふりがな

氏
名
所
属
事
業
所

・

学

校

※
欠

※
出作業試験

受
検
状
況

※
欠

※
出要素試験
※
欠

※
出

ペーパー
テスト

※印の欄は記入しないこと

＜申請書記入上の注意＞
・記入にはインク・ボールペンを使用すること（消せるインクのペンは不可）。
・文字はかい書、数字は算用数字で正確に記入すること。
（略字、俗字は使わないこと。）
・年号の表示は西暦表示（１９○○年など）で記入すること。
（右の早見表を参考にしてください。）
・記入した内容を訂正する場合は、二重線で取り消した後に訂正印を押印すること。
ただし、写真票の訂正は修正液等を使用してもよい。

・※印の欄は記入しないこと。
・申請後に住所等変更したときは、すみやかに協会まで連絡してください。
・記入した事項に不正があった時は、合格を取り消す場合があります。
＜申請書作成要領＞
●受検申請者情報
・必ず全て記入すること。
・検定職種、選択作業、職種番号、作業番号の欄には、“技能検定のごあんない”を
確認のうえ、受検を希望する職種名、作業名、職種番号、作業番号を記入すること。

・住所欄には自宅の住所を記入すること。（この住所宛に受検票等を送付します。）
・事業所コード、組合コードは該当する者のみ記入すること。
・フラワー装飾２級実技受検申請者は、選択コース欄に“技能検定のごあんない”を確認のうえで選択
したコースを記入すること。なお、実技写真票の作業名欄にも選択したコースを記入すること。
●受検資格内容記入欄
・受検資格に該当する経歴を必ず記入すること。ただし、関係の無い経歴は記入しないこと。
・訓練歴欄には、職業訓練校、専門学校等を記入すること。
・職歴は受検資格を満たす分の経歴を記入すること。なお、書ききれないときは適当な補助紙をつけること。
・検定合格の欄は、今回の受検申請において下位等級の技能検定合格による実務経験年数で受検申
請をする場合に記入すること。なおこの場合は合格証書等その証拠の書面の写しを添付すること。
（特級受検の際は、必ず１級合格の件を記入、証拠書面の写しを添付すること。）
●試験の免除
・実技試験、学科試験のどちらか、あるいは両方の免除を受けようとするときは、該当する免除の種類
に○をし、免許等を受けた年月日・番号・取得都道府県名を記入すること。
なお、この場合はその証拠書面の写しを添付すること。
●欄外（個人情報～）
・当協会が行う能力開発事業（職業訓練指導員講習などの各種講習会）の案内等を希望しない場合は
□にチェック（ ）をつけること。

・個人情報の取り扱いについては“技能検定のごあんない”に記載があるので、必ず確認すること。
＜写真票について＞
・免除等で受検しない試験の写真票には貼付・記入不要
・次の写真は不可…スナップ写真を切り取ったもの、ポラロイドカメラ等インスタント写真、写真専用紙
以外のものに印刷されたもの、鮮明でない写真

【年号対象早見表】
西暦元号西暦元号西暦元号西暦元号西暦元号
２００３平成１５年１９８７昭和６２年１９７０昭和４５年１９５３昭和２８年１９３６昭和１１年
２００４平成１６年１９８８昭和６３年１９７１昭和４６年１９５４昭和２９年１９３７昭和１２年
２００５平成１７年１９８９昭和６４年１９７２昭和４７年１９５５昭和３０年１９３８昭和１３年
２００６平成１８年平成元年１９７３昭和４８年１９５６昭和３１年１９３９昭和１４年
２００７平成１９年１９９０平成２年１９７４昭和４９年１９５７昭和３２年１９４０昭和１５年
２００８平成２０年１９９１平成３年１９７５昭和５０年１９５８昭和３３年１９４１昭和１６年
２００９平成２１年１９９２平成４年１９７６昭和５１年１９５９昭和３４年１９４２昭和１７年
２０１０平成２２年１９９３平成５年１９７７昭和５２年１９６０昭和３５年１９４３昭和１８年
２０１１平成２３年１９９４平成６年１９７８昭和５３年１９６１昭和３６年１９４４昭和１９年
２０１２平成２４年１９９５平成７年１９７９昭和５４年１９６２昭和３７年１９４５昭和２０年
２０１３平成２５年１９９６平成８年１９８０昭和５５年１９６３昭和３８年１９４６昭和２１年
２０１４平成２６年１９９７平成９年１９８１昭和５６年１９６４昭和３９年１９４７昭和２２年
２０１５平成２７年１９９８平成１０年１９８２昭和５７年１９６５昭和４０年１９４８昭和２３年

１９９９平成１１年１９８３昭和５８年１９６６昭和４１年１９４９昭和２４年
２０００平成１２年１９８４昭和５９年１９６７昭和４２年１９５０昭和２５年
２００１平成１３年１９８５昭和６０年１９６８昭和４３年１９５１昭和２６年
２００２平成１４年１９８６昭和６１年１９６９昭和４４年１９５２昭和２７年

ワー装飾２級
選択コース

ないこと。）
在学年数

年 ヶ月

年 ヶ月

在職年数

年 ヶ月

年 ヶ月

年 ヶ月

年 ヶ月

号

確認道府県
※

※

受 理 番 号

男・女性
別

（西暦で記入） （満 年 月）

年 月 日生
生年月日

（名）（姓）ふ り が な

氏 名

技 能 検 定 受 検 申 請 書
年 月 日

技能検定を受けたいので申請いたします。
厚生労働大臣 様千 葉 県 知 事

氏名

き

り

は

な

し

て

は

い

け

ま

せ

ん

●受検申請者情報（全て記入すること。ただし※印の欄は記入しないこと。）
フラワー装飾２級
実技選択コース

※ １A甲 ２A乙 ３A丙
４ B ５ C ６ D受検番号級級 別

受検区分
(該当する
番号を○で
囲むこと)

職種番号
選択職種

作業番号
作業検定作業

自 宅
TEL

〒
住 所

携 帯
事業所コード

該当の場合
のみ 記 入

名
称所属事業所

・ 学 校
組 合

TE L
〒所

在
地

●受検資格内容記入欄（受検資格に該当する経歴を必ず記入すること。ただし、関係の無い経歴は記入しないこと。）
在学年数在学期間（西暦で記入）所 在 地

（市町村名のみ記入）学 科 名名 称区 分

年 ヶ月年 月～ 年 月学 歴

年 ヶ月年 月～ 年 月訓 練 歴

在職年数在職期間（西暦で記入）所 在 地
（市町村名のみ記入）職務内容名 称区 分

年 ヶ月年 月～ 年 月

職 歴
受検資格を
満たす分の
経歴を記入

年 ヶ月年 月～ 年 月

年 ヶ月年 月～ 年 月

年 ヶ月実務経験年数（合計）
取得都道府県年 月 日合格年月日

（西暦で記入）
検定作業名級別検定合格

受検資格に
影響する場
合のみ記入

作業級 号合格番号
●試験の免除（※印の欄は記入しないこと。）

確認取得都道府県番 号取得年月日（西暦で記入）免除の種類（該当する番号を○で囲む）区分
※

号年 月 日
３技能検定委員１技能検定実技試験合格

実技
４その他（ ）２技能証

※

号年 月 日

５建築士免許１技能検定学科試験合格

学科
６技能照査
（ 科）

２技能検定合格（技能士）
（ 作業）

７中央協会技能検定委員３（ ）級技能士コース
（ 科）

８その他（ ）４職業訓練指導員免許
（ 科）

兼 券
献 献
験 鹸

受 理 番 号
※

受検資格
判 定 印分類記号
※※□個人情報を他の目的〔当協会が主催する能力開発事業

（各種講習会）の案内等〕へ利用されることを希望しない。

免除資格あり免除資格無し
学科のみ受検（実技免除）４Ｂ学科・実技両方受検１Ａ甲

実技のみ受検（学科免除）５Ｃ学科のみ受検（免除資格無し）２Ａ乙

学科・実技両方免除６Ｄ実技のみ受検（免除資格無し）３Ａ丙

卒業年月（西暦で記入）在学期間学 校 の 種 類 （該当番号に○）
最終学歴 年 月

卒業・中退・見込
年１ 中学 ２ 高校 ３高等専門学校（高専） ４短大 ５大学（院）

６ 各種専門（専修）学校、高等技術専門校、職業能力開発校等

兼 券
献 献
験 鹸

（ ）

【申請書記入例】

免除資格あり
学科のみ受検（実技免除）

実技のみ受検（学科免除）

学科・実技両方免除

業年月（西暦で記入）
年 月

卒業・中退・見込

△△

は十分注意してください。

正液等を使用しても

〈写真票について〉
•免除等で受検しない試験の写真票には貼付・記入不要
•写真は申請前 3ヶ月以内に撮影した無帽・無背景・正面
上三分身のもの

•写真のサイズは縦5㎝×横4㎝程度（多少異なっても可）
•写真の裏面に級別、選択作業及び氏名を記入すること（剥
がれてしまっても分かるようにするため）

•次の写真は不可
　　スナップ写真を切り取ったもの
　　ポラロイドカメラ等インスタント写真
　　鮮明でない写真
　　写真専用紙以外のものに印刷されたもの
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